
2023年 8月 27日（35週目)主日礼拝               「聖書的伝道とレムナント運動」（使徒 17:1-9）  
なぜ人々が答えを受けることが出来ないのか。それは、使徒の働きの伝道を分からずにいるからである。聖書的な伝道によってこそ伝道運動は出来る。しかし、日本人の心の中

で信じないようにする壁がある。進化論や自分中心の考えである。自分の心の深い壁を打ち砕かなければいけない。キリストに深く根を下ろすほどに、伝道の働きも成り立つように

なる。また、一人で伝道していると、深く伝道出来ない。効果的に伝道することが出来るのもチームがあるからである。 

1.伝道戦略 2.伝道の内容 3.伝道の結果 

▲パウロには、伝道の戦略があった。パウロは、聖書に書いた通

り、一人一人をキリストの弟子にした。どのような伝道戦略を用

いていたのか。 

1)チームー使徒 17:1-2(彼らはアムピポリスとアポロニヤを通っ 

て、テサロニケへ行った。そこには、ユダヤ人の会堂があっ 

た。パウロはいつもしているように、会堂にはいって行って、 

三つの安息日にわたり、聖書に基づいて彼らと論じた。) 

・パウロは、チームを組んで伝道した。 

・病院でも難病などは、総合病院(チームでする医療)に行って 

こそ良い治療が出来る。 

・同じように、チームで福音を伝えること大切なことである。 

  (使役者,EBS要員,準備係等がそれぞれ役割分担をしてチーム 

で使役をするからこそ、上手く生かされるようになる) 

〇使徒 11:25-26(バルナバはサウロを捜しにタルソへ行き、彼に 

会って、アンテオケに連れて来た。そして、まる一年の間、彼 

らは教会に集まり、大ぜいの人たちを教えた。弟子たちは、ア 

ンテオケで初めて、キリスト者と呼ばれるようになった。) 

・教会に集まりチームで伝道・使役をしていた。 

2)会堂 

・パウロは会堂を中心に御言葉を語り養育をしていた。 

・会堂にはたくさんのレムナント達がいた。 

・レムナント達が御言葉で生かされていった。 

・会堂で語った方が深く御言葉を語れる為に会堂を使った。 

・私達は、御言葉を深く教える人になるように。 

3)三つの安息日 

・三週間(21 日間)の期間を定めた御言葉を教えた。 

・期間が長くなる程大きな伝道の働きが起こった。 

・何度も繰り返し御言葉を聞くことで信仰の成長がされた。 

〇コロサイ 1:28(私たちは、このキリストを宣べ伝え、知恵を尽 

くして、あらゆる人を戒め、あらゆる人を教えています。それ 

は、すべての人を、キリストにある成人として立たせるためで 

す。) 

・聖書の御言葉によって、聖徒たちが強められ整えられる。 

・御言葉によって信仰の成人をつくることが出来た。 

▲パウロがした伝道の中身とはどのようなものであるのか。 

1)キリスト―使徒 17:3(そして、キリストは苦しみを受け、死 

者の中からよみがえらなければならないことを説明し、ま 

た論証して、「私があなたがたに伝えているこのイエスこそ, 

キリストなのです。」と言った。) 

・イエス・キリストのみを伝えるように。 

・キリストを深く信じる時に働きが起こる。 

①人間はサタンの奴隷として生まれ、偶像崇拝をする。 

⇒真の王・サタンの頭を打ち砕く。 

②人間が罪を犯してしまった。 

⇒真の祭司・罪を赦して下さった 

③神様から離れて、霊的な問題が起こる。 

⇒真の預言者・神様に出会う道を開き、命を下さった。 

※キリストは、真の王、祭司、預言者の務めを果たした。 

※ただキリストに集中していくことが重要である。 

2)礼拝と祈り 

・礼拝は、キリストを味わうことである。 

・礼拝を通して、確信が出てくるようになる。 

・キリストが全ての問題の解決者であることを確信する。 

3)タラントの発見(CVDIP) 

 ・福音を味わう中で自分の CVDIP が見えてくるようになる 

・礼拝をして祈りをすると余裕が出来てくる。 

・余裕が出てきてこそ、良いアイデアや勇気も出てくる。 

・CVDIP は福音を味わう中で自分の中で形作られてくる。 

・福音を味わい、福音に根差すことが一番大事である。 

・24 時、福音を味わうことである。 

・「炎のランナー」の映画(実話をもとにした映画) 

⇒パリオリンピックの時に、100m走に出場予定の 

選手がいた。出場日が日曜日であることを分かり、礼拝 

を優先して、100m走に出場しなかった。 

・100m走の代わりに 400m走を走ることになった。 

・代わりに出場した 400m 走で優勝する事が出来た。 

  ・この話は、神のために走るスコットランド人牧師 

エリック・リデルをモデルにした実話である。 

  ・その後、リデルは、中国に宣教をするようになった。 

  ・本気でキリストを信じる時に答えも来る。 

▲私達の人生に伝道の結果も来る。 

1)使徒 17:4(彼らのうちの幾人かはよくわか 

って、パウロとシラスに従った。またほ 

かに、神を敬うギリシヤ人が大ぜいお 

り、貴婦人たちも少なくなかった。) 

 ・ギリシャ人,貴婦人が福音で生かされた 

2)ヤソン 

・パウロは、ヤソンの使命者をたてた。 

・ヤソンは福音に結論を出していた。 

―ヤソンは全てをかけることが出来た。 

・テサロニケ教会が恵みの教会となった 

〇使徒 17:6(しかし、見つからないので、ヤ 

ソンと兄弟たちの幾人かを、町の役人た 

ちのところへひっぱって行き、大声でこ 

う言った。「世界中を騒がせて来た者たち 

が、ここにもはいり込んでいます。」) 

3)Ⅰテサロニケ 1:7(あなたがたは、マケドニ 

ヤとアカヤとのすべての信者の模範にな 

ったのです。) 

 ・福音以外の他の物が崩れ答えを受ける 

・キリストに深く根差せば癒される。 

・私達はキリストをつづけて語るように 

・一人一人が深くキリストに根をおろせ 

ば、一番モデル的な教会になる。 

 

▲結論 

・福音を聞き続けて集中の時間を持つ 

・７つの祝福、5つの確信を味わう。 

・私に与えられた 5 つの力を味わう。 

・福音に刻印をすることが出来る時に、

他の人もやぐらを立てる事が出来る。 



現場地教会（2023 年 8月 27 日～2023年 9月 2 日） 
 

【賛美】 「イエスわが王よ」 

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ  

私は神のもの ゆえに神にささげん  御心のままにおさめよ 主イエスよ 

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ 

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ 

 

【使徒信条】 

 我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン 

   

【メッセージ】       「聖書的伝道とレムナント運動」（使徒 17:1-9）   

  

【讃美】                  259 主の光の使者よ 

                      

【祈り】  

①教会の祈りの課題 

 

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。 

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。 

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。 

 

【フォーラム・祈り】 

 

【主の祈り】 

 天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄 

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン 

 

 

 

 
御座の祝福を 

味わう 

（3•9•3 契約の

祈り） 

【吐いて】主は生ける神の御子キリストです。 

【吸って】いま神の御霊で満たしてください。 

【吐いて】御言葉の力が臨まれますように。 

【吸って】キリストの御霊で満たしてください。 

【吐いて】3つの呪いを解決する力が臨まれますように。 

【吸って】助け主聖霊様で満たしてください。 

【吐いて】聖霊様の力が臨まれますように。 

【吸って】3つの超越の力で満たしてください。 

【吐いて】御座の祝福・時空間を超える 237の光の力が臨まれますように。 

【吸って】3つのいのちで満たしてください。 

【吐いて】神の形・いのちの息・エデンの園の祝福が臨まれますように。 

【吸って】3つの空前絶後の祝福で満たしてください。 

【吐いて】空前絶後な私・教会・タラントが回復されますように。 

【吸って】3つの時代の祝福で満たしてください。 

【吐いて】牧師•重職者•レムナントの時代を味わう祝福をください。 

 
 
 
 
契約の祈り 
(主日礼拝) 

 

 

 

 

お知らせ 
 

 

1、仙台伝道キャンプ 8 月 28 日～30 日 

2、東京伝道キャンプ 8 月 31 日～9 月 1 日 

3、日本伝道集会 10 月 3 日～4 日 

福音宣教教会 

主管牧師：御国イザヤ 

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003 

主日(日曜)1部礼拝 7:00 ／ 2部礼拝 10:00 ／ 3部礼拝 12:00 

 

 

 

 


